2011年度福祉情報論・プリント11（２月１４日用）　　　　　　　　　　　12/02/01
【発表会！：Ａ班「あわうた」とＢ班「トイレのレッスン」のUD映画予告編発表会】
　                            　　　　　　　　　　樫田  美雄（かしだ  よしお）
　　  　                         （e-mail adress：kashida@ias.tokushima-u.ac.jp）
	


■１■本日（２月１４日）の『UD予告編映画発表会』（５号館201教室）の予定
１０：５０　　　　　　　開場（座席指定あり：３列目から７列目でどうぞ）

１１：００～１１：０５　発表会の趣旨説明

１１：０５～１１：２５　A班「あわうた」予告編プレゼンと質疑（各10分




※２画面

１１：２５～１１：４５　B班「トイレのレッスン」予告編プレゼンと質疑
※配付資料あり
１１：４５～１１：５５　UD大賞発表と審査員講評
　　　　　　　　　　　　
■２■各班の課題とUD（ユニバーサル・デザイン）の対象と活動方針等
Ａ班・・・神山町在住の映像作家である、長岡参（マイル）氏作成　　　　　の映画『あわうた』について、その予告編をUD化。
　　　　　対象・・聴覚障害者用字幕と学習障害者用静止画
班長・・幸徳氏　　　　副班長・・高峰氏
課題・・方言をどうするか？
貸与品・・・・データ入りＵＳＢ等
活動場所・・・１号館南棟１階地域創生部屋
Ｂ班・・・アメリカで制作され関西クイア映画祭で上映された
　　　　　『トイレのレッスン』(30分)について、UD予告編を制作。
　　　　　対象・・聴覚障害者用字幕と視覚障害者用ナレーション
班長・・高根氏　　　　副班長・・大谷氏
課題・・日本の事情をどのように加えるか？
活動スペース
貸与品・・・・データ入りＵＳＢ、ＩＣレコーダー、
　　　　　　　ノートパソコン、ストップウオッチ。
活動場所・・・SVBL棟３階リフレッシュルーム
   ↑
■３■樫田の与えた目標
　目標＝①2つ以上の障害に対応した、UD化作品としての、映画の予告編をつくる。
　　　　②クオリティの高いものを創意工夫しながら作る。自立した作品としての予告編。
③総合芸術作品としての映像作品をつくる。事件としての映画鑑賞会。配付資料があっても良いし、その場での肉声パフォーマンスがあってもよい。
■参考■UD映画発表会までの流れ：
（０）１０月・・目標呈示：「UD映画の予告編」を４～８人×２班でつくる。
（１）１１月・・原案呈示＆ひびのまこと氏講演会（兼　『あっそう』上映会）
（２）１１月～２月・・班活動期間
（３）１１月・・『あわうた』と『トイレのレッスン』（街興し系、クイア系）に班分け
　※素材映画の予告編あるいは本編を入手＝A班は予告編を入手、B班は本編を加工＝）
（４）１２月・・各班での作業（ビデオ編集ソフトとパワーポイントを活用。
（５）２月・・・2012年１月３１日にリハーサル。
　　　　　　　　２月１４日に本番発表会。
